
性肝障害の 成 因 と 病理に つ い て 再検討 を 加 え ， 日 本
肝 臓学会東部会のパネ ルデス カ ッ シ ョ ン に お い て 発
表 し た 。
2 .  学会報告

井上恭一 : ア ル コ ー ル性肝障害の臨床 と 病理 ( パ
ネ ルデ ス カ ッ シ ョ ン ) ， 日 本肝臓学会東部会， 1978 ， 
10， 松本.
3 . 著 書

井上恭一， 佐 々 木博， 市 田 文 弘 : 慢性肝炎の特殊
診断法一一一肝生検. 内科 Mook .Nò.3. : 38- 39頁 ， 1978. 
4 .  そ の他

1 ) 井上恭一， 柴崎浩一， 田 代成元， 市 田 文弘，
佐藤巌 : 塩酸 チ ア ラ ミ ド の 肝機能に お よ ぽす影響に
つ い て . 薬理 と 治療 6 : 2559- 2565， 1978. 

2 ) 市 田 文 弘， 井上恭一 : 騨胆道疾患診断の進歩
特集 ・ 賞痘一一内科領域一一. 臨林 と 研究 55 : 

2356- 2359， 1978. 
3) 市 田 文弘， 井上恭一 : 老年者疾 患 の 処方集 ・

肝障害. 老年医学 1 6  : 1530 - 1 53 1， 1978. 

る 冠拡張薬. 河合忠一編 : 狭心症， 1 1 1 - 1 15 頁 ，
1 16 - 127頁 金原 出 版， 1978. 

7 ) 浦 岡忠夫， 杉本恒明 : β-遮断薬の作用 . 織 田
敏次編 : 内科セ ミ ナ ー， 不整脈， 173 - 196頁 永井
書庖， 1978 . 

6 .  そ の他

1 ) 杉本恒明 : 病態生理学研究の 在 り 方‘ 呼吸 と
循環 26( 5 ) : 4 1 1， 1978. 

2 ) 杉本恒明 : 心臓ぺー シ ン グ試験の 経験か ら .
心臓 1 0 ( 1 1 ) : 1 121 - 1 122， 1978 . 

(3) 学科内

l 研究概要

1 ) 肝 炎 ウ ィ ル ス 研究の現況
最近 1 年 間 に お い て 肝炎 ウ イ ル ス の研究は 格段 の

進歩 を 遂 げ た 。 す な わ ち A 型 肝 炎 に つ い て は A 型 肝
炎 ウ イ ルス ( H A V ) に 対す る 抗体の検索が行 な わ
れ る こ と が可能 と な り ， 従来非 B 型 急J性 ウ イ ルス 肝
炎 と き れ て い た 症例 の っ ち ， か な り の部分が A 型 肝
炎 と 確診 き れ る こ と と な っ た 。 B 型 肝 炎 の抗 原抗体
に つ い て は 従来 よ り H B s 抗原抗体， HBc 抗原抗
体， H Be 抗原抗体の 3 系が あ る こ と が明 ら か に さ
れ， そ れ ぞれの 意義に つ い て の検討がな き れて 来 た 。
と く に 最近 では H Be 抗 原抗体系が重要視 き れ， H
B s 抗 原陽性肝疾患の 中 で， HBe 抗原陽性例 では そ
の 肝組織病変が高度で、あ る こ と ， ま た B 型 肝 炎 ウ イ
ル ス ( H B V ) の 感染性 を 示す指標 と し て 重要で、 あ
る こ と な ど が指摘 き れ て 来 た 。 一方 HBe 抗 原 と と
も に H B V 増殖の指標 と し て D N A ポ リ メ ラ ーゼ活
性値 ( D N A P ) も 検索 き れ る よ う に な り ， 我 々 の
教室 に お い て も 慢性肝炎の経過 中 D N A P の 高値 を
示す症例 で， 急性増悪 を 示す例が経験 き れ， ウ イ ル
ス の増殖 と 肝病変 の進展 と の 間 に 関連があ る こ と が
明 ら か に さ れ た 。

肝 炎 の 治療 に 関 し て は イ ン タ ー フ エ ロ ン ， お よ び
そ の イ ン デ ュ ーサー， ト ラ ン ス フ ァ ー フ ァ ク タ ー な
ど に 関心が も た れて い る が， こ れ ら に つ い て は 今後
の研究課題 と 考 え ら れ る 。

2 ) ア ル コ ー ル性肝障害研究の現況
昨年の研究概要で も 述べ た 如 く ， ア ル コ ー ル性肝

障害の 成 因 に つ い て は ア ル コ ー ルに よ る 直接 的 な 肝
障害作用 の ほ か ， 飲酒に 伴 う 栄養障害， 免疫 異常 あ
る い は 我 々 が以 前 よ り 述べ て 来た H B V 感染の加重
があ げ ら れ る 。 か か る 観点か ら 昨年度は ア ル コ ー ル
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1 .  研究概要

臨床神経心理学的研究 : 失語 ・ 失行 ・ 失認 と い う
神経心理学的症状の そ れ ぞれ の sub-type を 原 因疾
患や他の基本的精神症状 (痴呆 ・ 健忘 な ど ) と のか
か わ り か ら 再検討す る 。 そ の た め に は ま ず症例 の蓄
積が第ーであ り ， 個 々 の症例 の示す症状の精密 な 記
述 ・ 分析 を 意 図 し て い る 。

図 形 ・ 文字の認知機構に 関す る 研究 : 図 形や文字
の 認知 に お け る 大脳半球優位性の 問題 を ， タ キ ス ト
ス コ ー プ を 用 い研究す る 。 き ら に 対象 を polygl ot
と し そ の大脳半球優位性 に も 考究 を すすめ た い 。
ま た ， 動物の視覚連合領 と パ タ ー ン 認知 に 関す る 実
験 も 準備 中 であ る 。

臨床脳 波学的研究 : 各種神経疾患 での臨床脳 波 を
継時 的 な 視点 を も っ て 研究す る 。 症状の推移 ・ 諸種
検査結果 と 対比 し ， 脳 波 の も つ 臨床経過記述 での優
用性 と 限 界に つ い て 検討す る 。

神経病理学的研究 : 剖検例 か ら 得 ら れ た 変性 ・ 脱
髄性 ・ 炎症性疾 患 の 中 枢神経系 に つ い て 組織病理学
的 に 検索 し て い る 。 特に 多 発性硬化症 は 多数の症例
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